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道路ストックの包括的民間委託に関する産学官共同研究 

～全国初ＥＣＩ方式（田原本町仕様）導入を含めた成果報告について～ 
 

令和 2 年 11 月 13 日、田原本町庁舎（奈良県）にて、「道路ストックの包括的民間委託に関す

る産学官共同研究（以降、共同研究）」の中間成果報告を、森章浩 田原本町長、山口隆司 大阪

市立大学大学院教授、野崎秀則 ㈱オリエンタルコンサルタンツ代表取締役社長の出席のもと、

開催されました。 

共同研究では、平成 29 年度から田原本町が管理する橋梁の保全事業において効率的かつ効果的

な設計・施工の仕組みとして、地方自治体において全国初となるＥＣＩ方式（田原本町仕様）の

導入について試行しました。その結果、①工期短縮、②品質確保・向上、③コスト縮減、④発注

者負担の軽減、⑤地元企業の育成（技術伝承）の効果が確認でき、その成果として「田原本町に

おける橋梁保全事業に関するＥＣＩ方式ガイドライン（H30 年 2 月）」を策定しました。 

その後、同町における要対策橋梁（健全度Ⅲ）３９橋を５年間で対応することを目的に、ＥＣ

Ｉ方式（田原本町仕様）と橋梁維持管理の複数年包括発注事業についてさらに検討を進め、今後

の維持管理における方向性を示す「橋梁包括発注事業に関する基本方針(案)（R1 年 12 月）」を取

りまとめました。これは田原本町の橋梁維持管理を高品質かつ持続的に行うために不可欠なしか

け（仕組み）であり，この基本方針（案）に基づき令和２年７月に第１期となる包括委託業務（期

間：３年間）が発注され、橋梁の複数年包括的発注事業の実践・運用がスタートしました。この

発注事業は、国土交通省において令和２年度より開始された道路メンテナンス補助予算（個別予

算）の支援を、全国自治体におけるモデルケースとして受けています。今後は、共同研究の下部

組織となるモニタリング委員会にて事業の適正な進捗確認、効果検証等を行ってまいります。 

また共同研究では、同町の重要課題である舗装、道路附属物（ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ、ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ等）等にも視

点を置き、今年度より橋梁だけでなく、舗装、道路附属物を含めた道路ストック全体としての包

括的発注に関する制度検討について、維持管理の最適化を図るべく共同研究を進めてまいります。 

  

 

 
 
 

 

 



【共同研究に関する記者発表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本資料に関するお問い合わせ先＞  
株式会社オリエンタルコンサルタンツ 
TEL: 03-6311-7551 FAX: 03-6311-8011 
URL:https://www.oriconsul.com/ 
統括本部 宮内、丸山 

左：野崎秀則（株）オリエンタルコンサルタンツ代表取締役社長 

中：森章浩 田原本町長／右：山口隆司 大阪市立大学教授 


